
1 1期 神戸 全県

平成最後の防災シン
ポジウム ～平成の
防災を新元号に伝え
る意見交換会～

（一社）おいしい
防災塾

4月24日
垂水勤労市
民センター
（神戸市）

平成最後の防災フォーラム
・阪神・淡路大震災を忘れず、新元号になっても防災意識
を持ち続けるためのフォーラム
・第１部　講演会
　　　　　　ひょうごボランタリープラザ所長 高橋守男氏
　　　　　　防災リテラシー研究所所長 太田敏一氏
　　　　　　NPO法人アースパルKOBE理事長 大嶋俊英氏
　　　防災お菓子ポシェット作り
　　　しあわせ運べるように合唱
・第２部　参加者を交えた意見交換会

152

2 1期 阪神北 全県

第25回兵庫県南部
地震(阪神・淡路大震
災)犠牲者追悼のつ
どい　あなたの思い
を灯してください～
失った命の数をﾛｳｿｸ
の灯火に込めて～

ボランティア団
体ユー・アイ・ア
ソシエーション

1月16日夕
刻～17日
5:46まで

昆陽池公園
南広場（多目
的グラウンド）
（伊丹市）

ロウソクによる追悼行事
・震災翌年より開催しているロウソクによる追悼行事
・追悼とともにいかにして生きるかという開催テーマをもう
け、命の尊さ、減災への啓発、継承のテーマに沿ったメッ
セージをロウソクで絵にする 2,400

3 1期 神戸 全県

神戸フロイデ合唱団
2019サマーコンサー
ト　阪神・淡路大震
災、東日本大震災
追悼演奏会

神戸フロイデ合
唱団

7月18日

神戸国際会
館こくさい
ホール（神戸
市）

阪神・淡路大震災、東日本大震災復興追悼演奏会
・震災で犠牲になられた方々に鎮魂の祈りを捧げるため、ド
ニゼッティ「レクイエム」等を、関西フィルハーモーニー管弦
楽団の演奏のもと、合唱する。
・東日本大震災被災者で兵庫県内に避難されている方々
50名を招待する。

1,600

参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

4 1期 神戸 全県
BGM2 VOL.１（ビー
ジーエム スクエア ボ
リュームワン）

ビージーエムス
クエア実行委員
会

4月6日

神戸震災復
興記念公園
（みなとのもり
公園）（神戸
市）

防災・減災をテーマにした音楽フェスの開催
・被災地支援等を行っているアーティストによるライブ
・学生団体による被災地支援活動のブース出展
・被災地活動の舞台発表（高校生・大学生等６組）
・避難場所としての公園内の防災機能を学ぶガイドツアー
・参加者との公園内のマンホールトイレの開閉・点検（60ヶ
所）
・津波の最大高(34m)体験ワークショップ

2,000

5 1期 神戸 全県
117KOBEぼうさいマ
スタープロジェクト

117KOBEぼうさ
いマスター育成
会議

4月1日～
3月31日

神戸新聞本
社会議室 他
（神戸市）

若い世代への防災・減災活動普及プロジェクト
・市民救命士講習の実施
・ぼうさいワークショップの開催
・ぼうさいＷＥＢ検定の実施
・神戸市のシェイクアウト訓練、ぼうさい授業の実施
・避難所運営訓練の実施
・有識者や語り部による震災学習
・“みんな”のひまわりHeart!Project

1,500

6 1期 神戸 全県
第10回記念 全国学
生防災書道展

全国学生防災
書道展実行委
員会

2月14日～
2月16日

兵庫県民会
館、原田の森
ギャラリー 東
館（神戸市）

全国防災書道展の開催
・防災救命や復興支援、自然災害に関わる文言や表現を
題材にした書を各県教育委員会を通じて、全国から公募す
る
・優秀な防災書道作品約800点を選考し、展示
・展示会では、文部科学大臣賞、復興大臣賞、県知事賞な
ど表彰式、席上揮毫を実施する

5,000
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

7 1期 阪神北 地域
第２回 防災・減災
フェスティバル

（一社）三田青
年会議所

5月12日
三田市役所
風の広場（三
田市）

防災啓発をテーマとしたフェスティバルの開催
・起震車での地震模擬体験
・体験・体感型防災ラリー
・消防署員による防災対策
・AED講習
・三田市の防災対策展示
・防災団体の活動展示、防災講習
・防災グッズの展示
・防災団体のPRステージ
・防災ブーススタンプラリー

6,000

8 1期 神戸 全県
第15回竸基弘賞受
賞授賞式及び記念
講演会

(特非）国際レス
キューシステム
研究機構

1月10日
ふたば学舎
（神戸市）

レスキューロボット表彰式と記念講演会及び災害対応シス
テムシンポジウム
・「竸基弘賞※」の授与式及び記念講演会
　※阪神･淡路大震災で亡くなった若き研究者（当時神戸大
大学院生）にちなんで設立された賞
・受賞者による最新研究開発の内容・活動報告等、実災害
の現場でどのように役に立つのかを交えた講演
・災害対応ロボット･災害対応システムに関するシンポジウ
ムを同時開催

90

9 1期 神戸 全県
まちキャラパーク
inKOBE2019

まちキャラパー
ク実行委員会

6月29日～
6月30日

マリンピア神
戸（神戸市）

防災・減災ショーステージの開催
・はばタンの防災・減災ステージ（30日のみ）
・防災・減災脱出ゲーム
・防災・減災クイズラリー
・神戸のレスキュー隊を応援する、レスキューヒーローによ
る防災・減災ショー（29日のみ）
・各キャラクターの紹介ステージ
・消防署による体験ブース（煙テント、水消火器、AED)
・自衛隊ブース（レスキューグッズ紹介）

13,500
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

10 1期 神戸 全県

阪神・淡路大震災25
年目の震災体験者イ
ンタビュー冊子作成
を通じた震災体験と
防災・減災の教訓発
信

阪神大震災を
記録しつづける
会

4月13日～
3月21日

神戸市立図
書館、ふたば
学舎（神戸
市）

震災体験者のインタビュー冊子・手記集の発行
・震災発生年から10年間発行した震災体験手記集に執筆
した方へインタビューを実施し、インタビュー集を作成、出版
する。
・インタビューの内容をHPで全文公開
・1/11に県民会館で出版記念会として、執筆者、インタビュ
イー、学生等と意見交換会を実施
・編纂された冊子は、人と防災未来センター、神戸市立地
域人材支援センター、まち・コミュニケーションや他の被災
地の関係機関に寄贈する。

130

11 1期 神戸 全県

東北の中高生による
東日本大震災からの
教訓公演＆風評被
害をぶっ飛ばせ！福
島の魅力を神戸ハー
バーランドで再発
信！

（特非）姫路発
中高生のため
の東日本災害
ボランティア

8月4日

神戸ハー
バーランド（カ
ルメニ広場、
神戸情報文
化ビル１階）
（神戸市）

東日本の中高生による東日本大震災体験講演会と東北の
魅力発信
・宮城県の中高生による、東日本大震災の教訓講演
　「東日本大震災を体験して」
・福島県の高校生による、福島県の特産物や商品開発した
焼き菓子等の試食販売
・東北の中高生による伝統芸能の披露

730

12 2期 神戸 全県
第11回みなと町神戸
ツーデーマーチ

神戸ウォーキン
グ協会

10月25日～
10月27日

みなとのもり
公園（神戸震
災復興祈念
公園）（神戸
市）

ウォーキングイベントによる防災啓発
・復興の街並みや震災モニュメントをめぐりながらウォーク
・人と防災未来センター、神戸市危機管理センターの見学
コースを設定
・熊本や東北からの参加者との交流を深める
・阪神・淡路大震災の震災復興パネルの展示

1,612
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

13 2期 神戸 全県
南海トラフ巨大地震
に備えよう！

（公財）日本公
衆電話会　兵庫
支部

9月18日

神戸市内な
どの小学校１
０校、
JR尼崎駅､新
長田駅、姫路
駅
（神戸市ほ
か）

日本公衆電話会による防災啓発活動
・南海トラフ予測と緊急対応マニュアル「地震のときには」の
作成及び配付・周知活動
・小学校での安全講話の実施
　災害用伝言ダイヤル（１７１）の知識習得等
・街頭での防災啓発運動キャンペーンの実施
　災害用伝言ダイヤル（１７１）の広報
　「減災活動の日」に賛同した防災キャンペーン実施
・消防署と連携して各地で実施される総合防災訓練に参加
し、訓練参加者に災害時の通信手段の周知活動を実施

10,000

14 2期 阪神南 地域
アルカイック防災フェ
スティバル

（公財）尼崎市
文化振興財団

9月1日
尼崎市総合
文化センター
（尼崎市）

避難訓練コンサートと防災学習・展示会
・避難訓練コンサート（演奏中に大きな揺れに襲われたこと
を想定して来場者の安全確保、避難訓練を行う）
・ダンボールトイレ、ゴミ袋カッパつくり等の子ども（親子）を
対象とした防災グッズの工作コーナー
・防災士による防災ミニ講話
・AED体験、防災パネル、防災グッズの展示
・消防車展示、煙体験ブース
・関係団体紹介ブース

720
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

15 2期 神戸 全県

未来の宝　東北岡山
真備町の子供達に
夢と希望と絆の架け
橋プロジェクト

（特非）日本福
祉美容協会

8月6日～
9日

人と防災未来
センター、北
淡震災記念
公園、メリケ
ンパークモ
ニュメント、東
遊園地、神戸
市危機管理
センター、し
あわせの村、
INAC神戸
サッカー練習
場、神戸どう
ぶつ王国

東北･岡山真備町の子どもたちと神戸の子ども、高校生た
ちとの交流を通じた防災教育の実施
・東北（塩釜市、東松島市）､岡山（真備町）の小学生から高
校生の子どもたちを招待し、神戸の児童、高校生（舞子高
校等）と合宿・交流しながら、震災について学ぶ
・震災や水害から身を守る防災を学び、しあわせの村にて
テントでの宿泊や飯盒炊飯、火起こし等を経験してもらう
・防災マップ（自分の避難場所や家族の集合場所を記した
用紙）を作成
・聴覚障害者への手助けとなるよう、防災手話を学ぶ
・人と防災未来センター、北淡震災記念公園等での見学、
講話・ディスカッションによる防災学習
・INAC神戸協力のもとスポーツを通じた子どもたち、生徒た
ち間の交流

223

16 2期 神戸 全県
竹下景子　詩の朗読
と音楽の夕べ～明日
への記憶

復興支援コン
サート実行委員
会

1月24日
兵庫県公館
（神戸市）

詩の朗読とオーケストラ演奏による被災体験の語り継ぎと
防災教育の推進
・竹下景子さんによる詩の朗読
・朗読に合わせたオーケストラ演奏
・ZIPANGU絆マンドリンオーケストラ演奏（東日本大震災の
復興を祈念して演奏）
・一般県民も朗読に参加し、被災体験を語りつぐ
・オリジナル曲を子どもたちのコーラスとともに会場一体で
合唱を行う
・被災地に寄贈する『明日への記憶』で、防災教育を推進
し、フォーラム参加者を通じて、新たな防災・復興の道を世
界に発信する

450
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

17 2期 阪神南 地域
第九 in にしのみや-
1.17は忘れない-

第九 in にしの
みや実行委員
会

11月24日
アミティホー
ル（西宮市）

3年に一度の追悼コンサートの実施
・阪神・淡路大震災の犠牲者への追悼の意と復興への気
持ちをアピールするため、ベートーベンの「第九」を市民で
構成されたオーケストラをバックに合唱
・東日本大震災被災地の写真の展示
・大学生や高校生の参加者を広く募集し、実施に震災を体
験していない世代にも震災の恐ろしさ、防災の大切さを知っ
てもらう

1,314

18 2期 神戸 全県

あそぼう！まなぼ
う！ロボットランド（第
19回レスコン同時開
催）

（一社）アール・
アンド・アールコ
ミュニティー

8月10日、
11日

神戸サン
ボーホール
１階展示ホー
ル（神戸市）

ロボットや防災に関連する展示と参加型イベント
レスキュー(消防･防災）とロボットに関連する参加型イベン
トの実施を通して、参加する子どもたちに科学技術の楽しさ
と防災の大切さを啓発する
（参加型イベント）
　・ロボット作り教室inレスキューロボットコンテスト
　・レスコンロボット操縦体験　等
(展示テーマ）
　・VRによる災害体験
　・災害復旧と無人化施工
　・廃炉ロボコン開発活動紹介
　・信頼できる消防機器のために
　・ロボットを用いたレスキューシステムの構築 他

836

19 2期 阪神北 全県
1.17忘れない、教訓
の継承と地域交流

兵庫県健康生
きがいづくり協
議会

9月14日、10
月12日

神戸市立婦
人会館（神戸
市）

震災の教訓継承講演と二次災害予防講座
・阪神・淡路大震災の教訓を継承する講演（講師：人と防災
未来センター平林氏）いただき、助け合いの精神や地域コ
ミュニティの重要性を訴える
・防災パネル展示
・災害時のエコノミー症候群等の二次災害を予防するため
の講座とそれに付随するストレスチェックや血管年齢チェッ
ク

193
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

20 2期 神戸 全県
レッドベアサバイバ
ルピクニックinみなと
のもり公園

レッドベアサバ
イバルピクニッ
クキャンプクラ
ブ

7月18日～
10月4日

みなとのもり
公園(震災復
興記念公園）
（神戸市）

体験型防災プロクラムとしてのキャンプ
・阪神・淡路大震災の被災者から教わった防災の教訓や知
恵をもとに考え出した体験型防災プログラム
・災害時における臨機応変な対応ができるようキャンプ系
サバイバルプログラム（炊出し、紙食器づくり等）
・神戸市危機管理室や建設局、消防局等の行政機関と連
携を図りながら上記を実施

40

21 2期 神戸 全県
震災25年･経験と教
訓の継承･リメンバー
神戸プロジェクト

リメンバー神戸
プロジェクト

9月11日
～1月24日

北淡震災記
念公園（淡路
市）、ジュンク
堂書店（神戸
市）

遺構「神戸の壁」による経験と教訓の継承
・「震災遺構・神戸の壁画図展」
　　壁が保存された歩みと未来の想いへの原画展
・「遺構神戸の壁ライトアップ」
　　淡路高校の生徒やフェニックス合唱団による神戸の壁
の歌の合唱、神戸の被災地で集めた鉄筋棒を参加者全員
で打ち鳴らす
・「遺構神戸の壁の現代美術展」
　　継承・発展活動報告、神戸の壁現代美術の想いを語る

17,200
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

22 2期 神戸 全県

2019年度災害と障害
者のつどい
阪神・淡路大震災25
年をふりかえる～私
たちは災害にどう備
えばいいのか？～

（特非）兵庫障
害者センター

1月18日
1月26日

神戸市勤労
会館（神戸
市）

映画上映と災害シンポジウム
・映画上映会
「星に語りて」東日本大震災をテーマとした障害者と支援者
の物語を鑑賞
・シンポジウム
①「障害者の立場で考える避難所」
　（佛教大学福祉教育開発センター講師　後藤　至功氏）
②「基幹福祉避難所に指定されて」
　（協同の苑六甲アイランド施設長　松井　敦氏）
③「これまでの自治体アンケートを振り返る」
　（神戸大学大学院工学研究科研究員　大西　一嘉氏）
④「基幹福祉避難所の現状と課題」
　（人と防災未来センター研究員　木作　尚子氏）
・ディスカッション
出演者同士でディスカッションを行う

125
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

23 2期 神戸
全
県

陸上自衛隊中部方
面音楽隊　阪神・淡
路大震災25年祈念
特別演奏会-『忘れ
ない』『伝える』『活か
す』『備える』-

陸上自衛隊中
部方面音楽隊
後援会

1月26日
神戸文化
ホール
（神戸市）

１．１７追悼演奏会と防災講演
・陸上自衛隊中部方面隊所属の中部方面音楽隊による震
災犠牲者の追悼演奏会
・兵庫高校の生徒による「ひょうご安全の日宣言」の読み上
げ
・プログラムに印刷した「宣言」を唱和
・震災当時に災害派遣活動の総指揮を執った松島悠佐元
陸将による防災講演
・被災、救出・救援、復旧・復興活動状況の映像上映とロ
ビーでの写真展
・高校生による東北・熊本等被災地への募金活動
・防災士コーナーの設置（防災士・ひょうご防災リーダーの
活動や大切さを知ってもらう）

2,200

24 2期 北播磨 地域
2019三木さんさんま
つり＆防災意識の向
上と震災復興支援

三木さんさんま
つり実行委員
会

10月6日

三木市緑が
丘町中央幹
線道路の歩
行者天国一
帯
（三木市）

まつりでの防災意識向上のためのイベント
・消火器による消火訓練
・消防隊員によるAED心肺蘇生訓練
・消防車の展示
・住宅用火災警報機の設置の展示・相談コーナー
・消防防火服着用して写真撮影
・舞子高校生の被災地ボランティア活動報告
・被災地への募金活動
・建物の模型を使った住宅耐震化展示
・ひょうご防災特別推進員によるステージでの講習会
・はばタンによるフェニックス共済加入促進PR

12,000
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

25 2期 神戸 全県

震災25年「共助を支
える資金の流れを考
える」シンポジウム事
業

認定NPO法人
しみん基金・こ
うべ

（中止）
淡路夢舞台
国際会議場
（淡路市）

防災シンポジウムとパネルディスカッション
・基調講演（兵庫県立大学　室﨑益輝）
　震災の希薄化の警鐘と災害時における「共助」の大切さ
・パネルディスカッション
　災害時における「共助」の課題と、「共助」によって得られ
た社会的成果について検証
・バズ・セッション
　基調講演やパネルディスカッションを聞いての感想を参加
者間で共有する
・フェニックス共済のＰＲ

0

26 2期 阪神北 地域
宝塚23万人の防災
キャンプ2019

宝塚23万人の
防災キャンプ実
行委員会

9月14日、15
日

宝塚市宝塚
第一小学校
（宝塚市）

防災キャンプ
・避難経路を通って集合する
・炊出し訓練
・ダンボールベッド組み立て体験
・バケツ、担架リレー
・非常食クッキング

120
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

27 2期 阪神北 全県

負けない　忘れない
3.11　－ここから生ま
れる未来　びっくり箱
Part.10

「みんな元気に
なろう・びっくり
箱」実行委員会

（中止）

宝塚市立文
化施設ソリオ
ホール
（宝塚市）

震災シンポジウムと防災啓発を目的とした演劇・人形劇
・ホール公演（人形劇、児童劇）
　震災を語り継ぐ活を続けてきた「びっくり箱」のこれまでの
活動内容を振り返る
・震災シンポジウム（登壇者：松本則子、三戸俊徳、他宝塚
市防災関係者）
・兵庫県内高校生による仙台訪問報告会
　現地高校生とのボランティア活動を通じた交流体験の報
告
・小会場公園（ピアノと絵本読み聞かせ、人形劇、演劇）
・参加型謎解き＆防災体験
・非常食試食（アルファ化米）と震災パネルの展示（あの日
の宝塚）
・新ひょうご防災アクションの会場内閲覧

0

28 2期 神戸 全県
震災25年・市民語り
部リレートーク

ひまわりの夢企
画

11月30日
兵庫県民会
館（神戸市）

震災語り部リレートーク
・市民語り部のリレートーク
　１人15分以内で25名に発表してもらう
・ゲスト語り部２名（室﨑益輝、坂本真由美）

120

12 / 31 ページ



参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

29 2期 神戸 地域
民団防災対策委員
会「阪神・淡路震災２
５年事業」

韓国民団兵庫
県本部 防災対
策委員会

①8月4日
②9月8日
③10月26日

兵庫韓国文
化教育院会
館、各支部会
館（神戸市）

韓国民団の防災啓発活動
①市民救命士講習
　AED使用方法や心配蘇生法を学ぶ
②民団防災の日事業
　防災に関する講演会（神戸市北区救急ボランティア　増田
瑞生）、避難訓練
③防災運動会
　バケツリレー、消化器的当て、大声コンテスト、炊出し訓
練等を行い、楽しく防災意識を向上させる
④防災体制強化事業
　緊急時連絡体系訓練、意見交換会や学習会

500

30 2期 神戸 全県
2019防災市民サミッ
ト＆防災ガイドブック
Vol.5

(特非）ユニバー
サル・スポーツ
振興協会

8月1日～3
月31日

①ボランタ
リープラザ
②③神戸市
西区内施設、
主催団体事
務所（神戸
市）

ＮＰＯよる防災啓発活動
①防災市民サミット（シンポジウム）
　・一般市民向け講演会（関西大学理事　河田惠昭氏）
　・平成30年西日本豪雨、台風2号、大阪府北部地震、北
海道胆振東部地震の検証と教訓
②市民救命士講習会
　AED使用法、心肺蘇生法、ケガ・骨折の手当
③防災ガイドブックの製作
　学校、職場、地域で取り組める民間の防災教育、防災事
業を紹介した印刷物を作成

500

31 2期 神戸 全県
忘れない、防災意識
を高めよう！東北作
業所応援市2020

ガリレオクラブ
インターナショ
ナル

3月22日
六甲学生青
年センター
（神戸市）

東北、広島被災地の障害者との交流
・東北､広島から障害を持っている方を招き、神戸の作業
所･市民との交流会を開催
・東北／広島応援市に参加（作業所の自主製品販売）
・神戸の復興した街並みを散策

281
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

32 2期 神戸 全県
日本と世界の被災地
をつなぐ防災フォー
ラム2020

アジア子ども基
金

8月21日～3
月14日

東遊園地、メ
リケンパーク
等（神戸市）

災害写真展と防災フォーラム
・写真展
　震災当時の写真の展示し、目から震災を見ることで震災
を理解する
・防災フォーラム
　国内（兵庫、東北、広島）の被災者（震災、津波、豪雨水
害）、ネパール地震等を経験した海外からの研修生、留学
生、在留外国人をパネリストとして呼ぶ

600

33 2期 神戸 地域
第12回兵庫区防災
フェスタ

兵庫地区防火
安全協会

10月31日
兵庫区役所
多目的ホー
ル（神戸市）

兵庫区民を対象にした防災イベントの実施
・防災講演会
　千葉すず氏（アトランタ パンパシフィック水泳200m自由型
金メダリスト）をお招きし、被災経験や水泳を通じた身体障
害者の方々との交流から生まれた要援護者についての考
えや、災害時における要援護者対応についての講演会
・展示コーナー
　地震、津波の写真パネルや非常食、訓練資機材、防災用
品等の展示
・表彰式
　地域の防災に顕著な功績にあった事業所、防災福祉コ
ミュニティ等を表彰し、広報媒体に掲載する
・消防音楽隊の演奏

223

34 2期 神戸
地
域

ファイア･アドベン
チャー２０１９(小学生
総合防災体験学習）

ファイア･アドベ
ンチャー実行委
員会

10月9日

王子スポーツ
センターサブ
グラウンド及
び動物園
ホール(神戸
市）

灘区の全小学校4年と地域住民を対象とした総合防災体験
学習
・消防職員、消防団員等による火災シミュレーション
　（地域で実施している市民の訓練の披露も行う）
・パネル見学（消防業務の紹介、消防防災設備機器等）
・放水訓練（可搬式動力ポンプからの放水体験）
・消防訓練（緊急出動体験、ロープ渡り体験、地震体験、救
出訓練、徒手搬送訓練）
・全員での合唱「しあわせ運べるように」

1,158
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

35 2期 神戸 全県
震災体験記「しん」の
発行とシンポジウム
開催

ラジオカレッジ
東灘友の会

10月18日

兵庫県阪神
シニアカレッ
ジ（シンポジ
ウム開催場
所）（宝塚市）

災害シンポジウムと機関誌の発行
・災害シンポジウム
　ひょうごラジオカレッジの地方スクリーニング発表会の場
で、震災ボランティア体験やこれからの災害に備えるべきこ
とを来場者に訴える
・機関誌「しん」の発行
　震災体験や災害への備え、心構えを書き伝える（東灘友
の会だけでなく、県内28の友の会にも呼びかけて体験談等
を寄稿してもらう）

250

36 2期 阪神北 地域 宝塚音楽回廊2019
宝塚音楽回廊
実行委員会

10月19日
末広中央公
園（宝塚市）

防災色を強めた音楽イベント
・全国各地からアーティストを招き音楽を通じて防災・被災
地支援を考える
・三陸沖のさんまの提供(対象外経費）による被災地を支援
・宝塚市民23万人のシェイクアウト訓練（エフエム宝塚の電
波放送）
・ブースでのフェニックス共済加入キャンペーン
・会場内募金箱の設置と被災地への義援金寄付活動
・1.17追悼オフジェ制作
・来場者による未来へつなぐ被災体験メッセージ募集
・震災写真パネル展示

10,000

37 2期 阪神南 地域

阪神・淡路大震災復
興25周年　新春邦楽
コンサート（東日本震
災遺児奨学金義援
チャリティー）

新春邦楽コン
サート実行委員
会

1月19日

芦屋市民セ
ンター（ルナ
ホール）（芦
屋市）

追悼コンサートの開催
・芦屋三曲協会が中心となり追悼曲・邦楽曲を演奏
・開会の挨拶で事業趣旨を説明、防災・減災関係のＰＲチラ
シを配布
・震災遺児奨学金義援の募金活動
・1.17ひょうご安全の日宣言の配付

450
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

38 2期 淡路 地域
防災・減災活動の普
及・啓発「防災・減災
メッセ」

プラットフォーム
淡路島

9月1日
防災公園（洲
本市）

淡路島内の住民を対象とした総合型体験防災イベント
・防災講座（ひょうご防災特別推進員）、備蓄倉庫の見学
・防災グッズの展示紹介・体験、備蓄食品の展示、試食
・水消化器、煙ハウス、はしご車体験
・建築物の減災対策コーナー、個別耐震相談会
・フェニックス共催コーナー
・防災・減災クイズ・スタンプラリー
・神戸学院大学防災女子の活動紹介、県立高校ボランティ
ア活動紹介（淡路高校、洲本実業高校）

380

39 2期 淡路 地域
くにうみの島　震災メ
モリアルイベント2019

くにうみの島音
楽フェス実行委
員会

8月28日
～1月19日

市地区公民
館（南あわじ
市）

防災の周知活動を掲げた音楽イベント
・東日本大震災にて被災したアーティストによる演奏
・ゲストドラマー（全盲のドラマー）による被災体験講話
・防災用品や関連資料の展示
・防災士・福祉用具相談専門員等による防災グッズの実演
説明

150
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

40 2期 淡路 地域
福良地区防災フェス
タ

福良地区防災
フェスタ実行委
員会

9月8日

福良港津波
防災ステー
ション、市立
図書館（南あ
わじ市）

福良地区における防災啓発活動
・防災シンポジウム
・津波防災ステーション学習室にて勤務する学習リーダー
等による津波についての防災学習
・防災グッズの展示、津波に関する防災クイズ
・防災お菓子、ポシェット作り
・福良地区の路地裏探訪、津波からの避難経路等を確認
・非常食の試食、市の備蓄食料である素麺の炊き出し
・「走れ高台」の歌と踊りで災害時の動きを確認

500

41 3期 神戸
全
県

阪神・淡路大震災と
東日本大震災＆熊
本地震＆西日本豪
雨、そして多発する
自然災害の検証作
業と被災地間の交流
事業

兵庫県震災復
興研究センター

2月23日
新長田勤労
市民センター
(神戸市)

阪神淡路大震災の検証・提言
・阪神・淡路大震災検証・提言作業を昨年に引き続き実施
し「災害多発社会を考える-震災復興の研究と実践」（Ⅴ）を
作成する
・作成したものを活用し、東日本大震災や熊本地震、西日
本豪雨の被災地から報告者を招き、研究・実践討論集会を
開催する
・作成した成果物を、国内外のメディア、政府や国会、研究
機関、NGO、NPO等に配付する

557

42 3期 神戸
全
県

25年目の春へ～阪
神淡路大震災チャリ
ティーコンサート2020

Primaveraチャリ
ティーコンサー
ト実行委員会

1月17日
神戸市立灘
区民ホール
（神戸市）

復興支援コンサート
・震災当時の避難所でのコンサート
・バイオリン、ピアノによる鎮魂歌の演奏

429

17 / 31 ページ



参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

43 3期 神戸
全
県

1995年阪神・淡路大
震災から25年「大災
害から難病患者の命
を守る取り組み」

一般社団法人
兵庫県難病団
体連絡協議会

2月16日

神戸市勤労
会館405号
室、406号室
（神戸市）

自然災害における難病患者に関する講演とディスカッショ
ン
・講演
　①「誰ひとり取り残さない防災にむけて」
　　同志社大学社会学部
　　教授　立木　茂雄氏
　②「大災害時の透析患者への対応-各地域での災害時透
析医療リエゾンとの連携-」
　　臨床工学技士会　兵庫県災害対策委員会
　　委員長　森上　辰哉氏
　③「大災害時医療支援船の活動について」
　　兵庫県立香住高等学校海洋科学科
　　学科長　青木　優尚氏
・ディスカッション
　コーディネーター
　　神戸大学工学研究科　研究員　大西　一嘉氏
　コメンテーター
　　兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課
　　防災企画班長　野田　政裕氏
　パネラー（立木氏他３名）

64

45 3期 北播磨
全
県

基本訓練の反復と社
会変化に対応する防
災セミナー

兵庫県隊友会
神戸西支部

12月7日
12月8日

県立三木山
林林公園
（三木市）

防災訓練と防災セミナー
・災害対処基本訓練
　結索（ロープ）訓練、ナイフの使い方訓練、火起こし訓練、
水防訓練、避難小屋作製訓練、炊き出し訓練

・「社会変化に対応する防災セミナー」
　高齢者、障害者、外国人等のケース別で被災者対応を考
える
・防災ブースによる「ひょうご防災アクション」の紹介、啓発

330
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

46 3期 神戸
地
域

1.17KOBEに灯りをin
ながた

1.17KOBEに灯
りをinながた実
行委員会

11月25日～
1月17日

新長田駅前
広場
（神戸市）

「1.17 ながた」の文字形のろうそくへの点灯、鎮魂ライブな
ど
・「1.17ながた」の形に灯ろうを並べ灯りをともす追悼
・鷹取中学校による合唱・大太鼓演奏による追悼ライブ
・災害ボランティアセンターの立ち上げ・運営訓練
・防災の取り組みの紹介・PRブース
・地域の小中学校・幼稚園・保育園において、震災語り部に
よる防災教育と追悼用ろうそくづくりワークショップ
・当日に配布する竹募金箱づくりワークショップ
・炊き出し

3,000

47 3期 神戸
全
県

キッズ防災検定
特定非営利活
動法人 検定協
議会

12月2日
～2月28日

兵庫県内の
学校

小学生対象の防災検定
・阪神・淡路大震災の経験と教訓を活かし、日々の生活の
中で、防災に対する意識を楽しみながら高めることが出来
る防災検定を実施
・県下の小学校に告知し、申し込み校に問題と解答を郵
送、合格者には認定証を発行

16,000

48 3期 神戸
全
県

阪神・淡路大震災25
年メモリアル集会

阪神・淡路大震
災救援・復興兵
庫県民会議

1月17日
神戸市勤労
会館
（神戸市）

阪神・淡路大震災メモリアル集会
・現状報告会、討論会
　阪神・淡路大震災救援・復興兵庫県民会議の25年
　公的支援を目指して、災害援護資金問題　等
・部門報告会
　復興県民会議の結成
　健康問題、被災者検診活動
　女性分野の活動
　借り上げ住宅　等
・パネル、写真展示
　これまでの活動を振り返るべく、活動時に使ったのぼりや
ポスター、ゼッケン等を展示

203
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

49 3期 阪神南
全
県

―アルカディアイー
スターコンサート
No.39― 追悼の祈り
と希望のコンサート

公益財団法人
アルカディア音
楽芸術財団

（中止）

兵庫県立芸
術文化セン
ター神戸女学
院小ホール
（西宮市）

追悼コンサートの開催
・曲目「アヴェ・マリア」ほか
・来場者と出演者に「新ひょうご防災アクション」を無料配布
し、県民の防災意識を高める。
・主催者の挨拶の際、震災の教訓の呼びかけや追悼の言
葉を述べる。
･東日本大震災の県内被災者や被災地域在住の視覚障害
者を招待

0

50 3期 神戸
全
県

Huuugなりきりステー
ジ

一般社団法人
ハーグ兵庫支
部

2月25日
～2月27日

北神区民セ
ンター、洲本
市文化体育
館、五色文化
ホール（神戸
市、淡路市、
洲本市）

参加型子ども向け防災ミュージカル
・「三匹のこぶた」を題材にした子ども参加型のミュージカル
・オオカミに襲われた子ぶたと一緒に、かがんで頭を守った
り頭巾で口をふさいだりして身を守る。
・子どもたちがミュージカルに参加し、子ぶたになりきって演
技することで、防災の教訓を体感してもらう。
・南海トラフ地震等の災害を想定した内容で、命の守り方を
歌や踊りを通して学ぶ。

722

51 3期 阪神北
地
域

第14回震災を忘れな
いメモリアルコンサー
ト

特定非営利活
動法人 ええう
た工房

1月13日
いたみホール
中ホール（伊
丹市）

メモリアルコンサートの開催
・阪神・淡路大震災を忘れず、メモリアルの思いを来場者と
共有する。
・他の合唱団とのジョイント形式での開催。交流を図りなが
ら多くの災害を自分のこととして捉え考える。
・ひょうご防災特別推進員による講話

240
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

52 3期 神戸
全
県

1000人の歌声を響か
せる1.17震災祈念コ
ンサート

阪神淡路大震
災メモリアルコ
ンサート実行委
員会

1月12日
神戸常盤ア
リーナ
（神戸市）

震災メモリアルコンサート
・震災で亡くなられた方を追悼するとともに、全国の被災地
復興の思いを込めて観客とともに歌う参加型コンサートを
開催
・「しあわせ運べるように」他２曲を、事前に1,000名を募集
し、練習会を実施して合唱
・ゲストシンガーとして地域の合唱団が参加し、地域に密着
したコンサートを行う。
・学生の団体による演目により、震災を経験していない世
代にも語り継ぐ。

1,400

53 3期 淡路
地
域

防災意識高揚のつど
い

ウエストコース
トぐんげ商店街
協同組合

1月17日

復興拠点
ゾーンコミュ
ニティ住宅前
広場
（淡路市）

地域での防災啓発事業
・淡路市と連携した、災害を想定した避難訓練
・淡路市によるハザードマップの説明会
・ひょうご防災特別推進員による防災講義
・鎮魂灯としてキャンドルを設置し、黙祷
・鎮魂イベントとしてハンドベル、ラッパ、和太鼓演奏
・停電を想定した自家発電での炊き出し訓練の実施

200

54 3期 淡路
地
域

フェニックス合唱団鎮
魂の譜

北淡震災記念
公園フェニック
ス合唱団

1月17日

北淡震災記
念公園慰霊
碑前
（淡路市）

1.17追悼行事
・阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震、北海道胆振
東部地震の犠牲者への鎮魂の祈りと復興への想いをこめ
て、来場者と共に全員で合唱する。
・参加者に住宅耐震化のチラシを配布し、安全対策の実施
を呼びかける。
･精霊流し、黙祷、ひょうご安全の日宣言の読み上げる。
・NHK式典中継を通じ、全国に震災体験を語りかける。

200
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

55 3期 神戸
全
県

防災・減災シンポジ
ウム(2020) ～突然の
大災害に備え、市
民・地域コミュニティ
は何をするか～

公益社団法人
日本技術士会
近畿本部

1月17日
神戸国際会
館
（神戸市）

防災・減災シンポジウム
・基調講演「大阪北部地震を振り返って-見えにくい被害と
見えてきた課題-」
　大塚 康央氏
・防災支援活動に関する話題提供
　「神戸市西区竹の台地区の防災の取り組み」
　浜 尚美氏
　「地域コミュニティの防災意識の掘り起こし」
　室﨑 友輔氏　他
・パネルディスカッション
　～突然の大災害、高齢社会に向けて市民・地域コミュニ
ティは何をするか～
　大塚 康央氏、西濱 靖雄氏　他
・ひょうご安全の日宣言の配布

119

56 3期 神戸
地
域

防災訓練を通じて未
来に託す子どもたち
に伝える大人として
の役割と立場

特定非営利活
動法人 大原・
桂木OKサポー
ト

①1月19日
②3月29日

①大原山公
園グラウンド
②桂木小学
校
（神戸市）

地域での防災啓発事業
①希望の灯りを使った震災復興祈念とんど祭りと防災訓練
(1/19)
　・消火訓練　子どもたちによるバケツリレー消火活動
　・炊き出し訓練　防災コミュニティと中学生ボランティア、一
般参加者による炊き出し
②要援護者避難誘導訓練(3/29)
　・要援護者の避難誘導、安否確認訓練
　・地域の緊急連絡システム（LINE）を活用した情報伝達訓
練
　・ミニ防災フェアの開催（起震車・煙体験、給水活動訓練）

650

57 3期 神戸
全
県

1.17鎮魂と語り継ぐ
ために　第20回特別
演奏会

公益社団法人
アンサンブル神
戸

1月25日
神戸新聞松
方ホール
（神戸市）

追悼コンサートの開催
・アマチュアによる神戸21世紀混声合唱団とプロの音楽家
で構成されるオーケストラ
・三枝成彰作曲「レクイエム」の演奏
・当日、ロビーにおいて神戸大学名誉教授　田結庄良昭氏
による土砂災害対策などの相談コーナーを設置
・様々な災害に遭われた被災者50名を招待

394
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

58 3期 神戸
全
県

国際復興フォーラム
2020～強靱な復興
のための耐久性に優
れたインフラ（仮）～

「国際復興
フォーラム
2020」実行委員
会

1月28日
ホテルオーク
ラ神戸
（神戸市）

国際復興フォーラムの開催
国内外からハイレベルな政策決定者や実務家、著名な専
門家等を兵庫県へ招き、活発な意見交換を行う
・基調講演、パネルディスカッション①
　「強靱な復興のための耐久性に優れたインフラ」
・パネルディスカッション②
　「復興における強靱なインフラへの道筋のギャップと教
訓」

200

59 3期 神戸
全
県

阪神淡路大震災1.17
のつどい

阪神淡路大震
災1.17のつどい
実行委員会

1月17日
東遊園地
（神戸市）

阪神淡路大震災1.17のつどいの運営
・竹灯籠で「1.17」の文字を描き、参加者に灯りをともしても
らい、5時46分、17時46分に震災犠牲者に対して黙祷する
・ボランティアや震災ご遺族、震災を経験していない若い人
たちが交流する「交流テント」を設置する
・東京会場も設置し、映像を配信する 55,000

60 3期 神戸
地
域

おやこでBOUSAI〈防
災〉inＮＡＤＡ～子ども
の命を守るために～

なだっこプロ
ジェクト実行委
員会

2月23日
神戸市立灘
区民ホール
（神戸市）

子ども、親子を対象とした防災イベント
・防災トーク
　3.11で娘を亡くした佐藤敏郎氏（小さな命の意味を考える
会 代表）による講演
・防災ワークショップ
　持ち出し品クイズ、紙食器、お菓子ポシェットづくり、ジャッ
キアップゲーム、非常食試食体験　等
・防災人形劇
　「カンカン塔のみはりばん」
・展示・体験ブース
　防災マップ、都賀川水難事故の検証
・スタンプラリー

303
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

61 3期 神戸
全
県

震災アスベスト　記
憶と記録、そして教
訓の継承

震災とアスベス
ト実行委員会

1月11日
神戸市勤労
会館
（神戸市）

震災とアスベストをテーマにしたシンポジウムと防災学習
①震災とアスベストを考えるシンポジウム
　阪神・淡路大震災時のアスベスト飛散の再検証
　既存建造物の解体作業におけるアスベスト飛散防止対策
　防災対策におけるアスベスト問題の位置づけと有用な防
災マニュアル作り
・基調講演（中地 重晴氏　環境監視研究所）
・パネルディスカッション
・マスクプロジェクト（子ども向け学習）
　震災とアスベストをテーマとしたクロスロードゲーム、防塵
マスクの付け方、アスベストについて学ぶ冊子の作成と配
布
②震災アスベストホットライン
　ホットラインで市民等の健康相談を受け付ける

230

62 3期 神戸
全
県

1.17震災メモリアル
行事「阪神・淡路大
震災を忘れない～21
世紀を担う私たちの
使命～」兼　ひょうご
ユース防災・減災
ワークショップ

ひょうごユース
防災・減災ワー
クショップ実行
委員会

1月15日
兵庫県立舞
子高等学校
（神戸市）

防災ワークショップ
・講演（齋藤 幸男　元石巻西高等学校長）
・分科会
　関係機関・団体による防災講演、講話、発表（神戸市、大
阪ガス、関西国際大学、自衛隊　他）
・炊出し
・ワークショップ
　避難所開設訓練、グループワーク（災害時に若者ができ
ること）
・追悼演奏会（進藤 久明　熊本県在住シンガーソングライ
ター）

1,400
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

63 3期 神戸
全
県

（公社）兵庫県建築
士会　阪神・淡路大
震災25年記念事業
震災・復興－そのと
き、なにをを考えどう
行動したか、今につ
ながる課題は－

公益社団法人
兵庫県建築士
会

1月18日

神戸市すま
いとまちの安
心支援セン
ターセミナー
ルーム
（神戸市）

防災フォーラムと記念誌の編集・発行
・記念フォーラム「震災・復興－そのとき、なにを考えどう行
動したか、そして課題は－」
　建築士が関わった震災復興のトピックを当時の思いをとと
もに報告する（出演者調整中）
・意見交換会
　若い建築士や県民からの意見を求め、フォーラムをまと
める
・震災関連映画上映「野田北部の人々」
・記念誌の編集と発行
　当フォーラムの記録をまとめ、広く公表する

57

64 3期 神戸
全
県

ビジョンバン眼科災
害医療

兵庫県眼科医
会

1月17日
ＨＡＴ神戸な
ぎさ公園
（神戸市）

眼科医会による災害時医療啓発活動
・ひょうご安全の日のつどい時にビジョンバン（眼科医療支
援車両）を派遣、展示
・東日本大震災等の過去のビジョンバンの活動展示、兵庫
県眼科医会の活動紹介
・災害時における眼科医療啓発
・参加者への眼科検診、相談

350

65 3期 神戸
地
域

第13回 防災を考え
る区民のつどい

防災を考える区
民のつどい実
行委員会

（中止）
神戸市立灘
区民ホール
（神戸市）

地域の防災活動を考えるつどい
・灘防災の賞授賞式
　地域防災に顕著な功績のあった地域団体、事業所、消防
団員及び消防職員の表彰式を区民の前で行う
・防災講演会
　「防災を考える～災害に負けない街づくり～（仮）」
　昨年の六甲山域での土砂災害を受け、土砂災害のメカニ
ズムを勉強し、知識を深める

0
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

66 3期 阪神北
地
域

防災フェア～皆で守
ろう わが街・いのち
～

能勢口商業協
同組合

12月14日

藤ノ木さんか
く広場、ポ
ケットパーク
（川西市）

地域の商業組合による防災フェア
・被災者鎮魂のイルミネーション点灯
・水消火器実射操作
・救急講習(ＡＥＤ)
・消防車展示
・地震パネル展示
・炊き出し、非常食体験
・和太鼓ライブ、防災ダンス
・災害救助犬のデモンストレーション

600

67 3期 阪神北
地
域

1.17から25年あなた
は何を想いますか？
鎮魂と感謝のコン
サートと防災講演会

阪神大震災を
考える会

1月17日
宝塚市中央
公民館（宝塚
市）

鎮魂コンサートと防災講演会
・「鎮魂の演奏」井本 蝶山氏
・「感謝の演奏」野田 千晶氏
・防災講演会「次の大災害に備えるコミュニケーションとコラ
ボレーションの大切さ」室﨑 益輝氏

102

69 3期 神戸
全
県

災害時のいのちと暮
らしを守るシンポジウ
ム

災害時のいの
ちと暮らしを守
るシンポジウム
実行委員会

2月2日

兵庫県看護
協会会館
ハーモニー
ホール
（神戸市）

防災シンポジウムとパネル展示
・特別講演「災害時における看護の役割　忘れない・伝え
る・備える（仮）」
　講師：南 裕子氏（元兵庫県立大学副学長、日本災害看護
学会理事）
・パネルディスカッション
　酒井 明子氏（福井大学医学部看護学科教授）
　石畠 幸治氏（魚崎町防災福祉コミュニティ副会長）
　沢田 洋子氏（看護士）
　大澤 智子（臨床心理士）
・看護士の災害現場活動のパネル展示

400
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数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

70 3期 神戸
全
県

神戸500人委員会
「500人鍋」と避難防
災学習　伝える＆備
える

こころ豊かな人
づくり神戸500
人委員会

1月17日
HTA神戸 な
ぎさ公園
（神戸市）

１．１７のつどいでの炊き出しと防災学習ゲーム
・1.17のつどい会場において炊き出しを実施
・親子で楽しく学べる緊急時避難防災学習ゲームを実施
・500人委員会が行った東日本や熊本の被災者支援活動、
被災地の状況を報告

450

71 3期 神戸
全
県

阪神・淡路大震災25
年シンポジウム

NPO法人 阪神
淡路大震災
1.17希望の灯り

12月10日
兵庫県公館
大会議室
（神戸市）

SNSをテーマとした防災シンポジウム
・基調講演「SNSが命を救う～AIを活用した防災減災の可
能性（仮）」
　講師：山口 真吾（慶応大学環境情報学部准教授）
・パネルディスカッション「SNS・AIで大災害から命を守る」
　藤本 真一（阪神淡路大震災1.17のつどい実行委員長）
　下村 祐貴子（フェイスブックジャパン執行役員）
　西田 修一（ヤフー執行役員）
　江口 清貴（LINE執行役員）（仮）
　コーディネーターは朝日新聞記者他
・リアルタイム動画配信

227

72 3期 阪神北
全
県

～1.17は忘れない～
祈りのコンサート
2020

神戸室内オペ
ラ

1月25日

三田市文化
センター 郷
の音小ホー
ル
（三田市）

防災講演と追悼コンサート
・講演「震災時のボランティア活動が感じたこと」
　講師：中塚 圭子（宮崎大学客員教授）
・追悼コンサート
　阪神・淡路大震災のみならず、自然災害の被災者への鎮
魂を目的としたコンサート
・会場ロビーにはこれまでの災害ボランティア活動をパネル
展示

400
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参加人
数

(実績）
事業名 主な実施内容

令和元年度ひょうご安全の推進事業助成金実施結果一覧表【全県・地域事業】（第１期、第２期、３期）

No 実施団体名 実施日 実施場所期別 県民局
事業
区分

73 3期 神戸
全
県

阪神淡路大震災を忘
れない1.17のつど
い。被災地同士の交
流

アトリエ太陽の
子・ボランティア
部

1月16日
1月17日

HAT神戸なぎ
さ公園、東遊
園地
（神戸市）

１．１７のつどいにおける防災啓発
・HAT神戸の安全の日のつどい、東遊園地の1.17のつどい
会場で、被災地支援活動と阪神・淡路大震災を語り継ぐ
ブースを出展
･震災の絵を展示し、絵画を通じた東北支援、熊本支援活
動のパネル展示
・東北被災地から小学生（岩手県一関市）を招き、神戸の
学生との交流会を行う
・1月17日5:46会場にて神戸のこどもたちと祈り
・人と防災未来センターの見学

2,000

74 3期 阪神北
地
域

～1.17は忘れない～
伝える、備える、活か
す～ 第12回宝塚
チャリティ歌謡コン
サート

花かわち倶楽
部

12月8日

宝塚市立文
化施設ソリオ
ホール（宝塚
市）

防災啓発を含む歌謡コンサート
・会場内から会場外への参加者全員による避難訓練
・ひょうご防災特別推進員がコンサート前に「住宅の耐震
化」「室内安全対策」「家庭における備蓄のすすめ」「避難」
「兵庫県住宅共済制度の説明」「住宅用火災報知器の設
置」に関するミニ講座
・宝塚市から東日本大震災被災地へ派遣された職員による
講演と、宝塚市内に避難している東日本大震災被災者の
歌謡コンサートへの招待、舞台参加による交流の実施
・会場内での震災関連のビデオ上映会
・ゲスト歌手、サックス奏者による震災時の避難所訪問時
の話を含めた追悼コンサート

280

75 3期 神戸
全
県

1.17を忘れない ～ア
スタスティールパンコ
ンサート2020

アスタ新長田ス
ティールパン振
興会

（中止）

新長田勤労
市民センター
別館（神戸
市）

防災啓発と復興支援のコンサート
・復興事業の一環として誕生した新長田の市民スティール
オーケストラによる演奏
・防災士（団体メンバー）による防災クイズ、防災ゲームの
実施
・防災啓発を目的とした防災行事の案内チラシや非常持ち
出し品リストの資料の配付
・「しあわせ運べるように」の演奏と合唱

0
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数

(実績）
事業名 主な実施内容
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事業
区分

76 3期 神戸
全
県

「被災地から学ぶ」学
習会～大阪府北部
地震における聴覚障
害者支援～（仮）

兵庫手話通訳
問題研究会

1月19日
兵庫勤労市
民センター
（神戸市）

災害と聴覚障害者をテーマにした講演会
・講演会「大阪府北部地震における聴覚障害者支援」
　2018年に大阪で発生した地震の様子、当事者支援の方
法や問題点を学ぶ
　聴覚障害者災害救援本部の活動を知る
　　講師：丘村 彰敏氏（北摂地区聴覚障害者協会会長）
　　　　　　稲 豊氏（大阪手話通訳問題研究会北摂ブロッ
　　　　　　　　　　　　ク長）

43

77 3期 神戸
全
県

これからも震災を語
りつごう!！元気アッ
プ長田2020

阪神・淡路大震
災長田振興コン
サート実行委員
会

1月17日

神戸市立
駒ヶ林中学
校　他
（神戸市）

長田地区での追悼事業と追悼コンサート
・追悼事業
　炊出し、講演会、黙祷
・追悼コンサート
　県立兵庫高校吹奏楽　指揮者：佐渡 裕
　中学生によるひょうご安全の日宣言の読み上げ
　五木ひろし　ミニコンサート
　高石ともや　ミニコンサート
　震災作文朗読と震災講話
・震災を伝えるパネル展
　震災の記憶、ボランティア活動伝える
・復興イベントマップの発行

1,000

79 3期 神戸
全
県

阪神・淡路大震災25
年　防災・社会貢献
ディベート大会

防災・社会貢献
ディベート大会
実行委員会

①2月15日
②2月10日

～15日

神戸学院大
学ポートアイ
ランドキャン
パス
（神戸市）

高校生、大学生等による防災・社会貢献をテーマとした討
論会
①ディベート大会(2/15)
　・論題テーマ（調整中、ライフライン確保を含めた体制づく
り）
　　※東北、熊本、西日本豪雨等の被災地から複数のチー
ムを招待する
　・参加校や専門家を交えてワークショップ（前日）
　・ディベートの模様をユーストリームで中継、ユーチューブ
で配信
②写真展(2/10～15)
　・「ディベート大会の10年の歩み」「災害対応の教訓を活
かした被災地支援活動」の写真展の開催

750
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80 3期 阪神南
全
県

関西学院大学 災害
復興制度研究所
2020年復興・減災
フォーラム

関西学院大学
災害復興制度
研究所

1月11日～
1月12日

関西学院会
館
（西宮市）

復興・減災フォーラム
・全国被災地交流集会「『ボランティア元年』わが事にする」
　　第１部　多様な支援体制
     第２部　地域振興の担い手
　　第３部　総括討議
・シンポジウム「『震度７』が遺したもの～阪神・淡路大震災
25年～
　 基調講演：高村 薫氏（作家、調整中）
　 パネル討論「『人間復興』の実現に向けて」
　　パネリスト：石垣 のり子氏（参議院議員）
　　　　　　　　　 泉田 裕彦氏（衆議院銀）
　　　　　　　　　 金子 由芳氏（神戸大学教授）　他

209

82 3期 阪神南
地
域

はらっぱ40周年防災
プロジェクト ～経験
を伝え、学び、未来
に備えよう～

特定非営利活
動法人 はらっ
ぱ

1月11日他
(特非）はらっ
ぱ保育園　他
（西宮市）

保育所、地域での防災教育
・震災祈念イベント「あの日を想って」の実施
　震災を経験したスタッフによる講話
　震災時の写真、防災グッズ等の展示
　餅つき、炊き出し訓練、非常食の試食
　防災グッズ工作コーナー
　阪神･淡路大震災被災メンバーによるバンドのコンサート
・人と防災未来センター・仁川百合野町地すべり資料館の
見学
・小児科医の協力を得た心肺蘇生講習会や避難訓練を毎
月実施
・ＦＰによる「知っておきたい災害時のお金の備え」講座

230
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事業
区分

83 3期 神戸
全
県

社会貢献学会第10
回大会　フォーラム

社会貢献学会
大会事務局

12月14日

神戸学院大
学ポートアイ
ランドキャン
パス
（神戸市）

災害時の若者テーマとしたフォーラム
・フォーラム「阪神・淡路大震災から25年ｰ災害報道を問い
直すｰ」」
　基調講演「阪神・淡路大震災から25年 災害報道は進化し
たか」
　講師：安富 信氏（神戸学院大学教授）
・パネルディスカッション「災害時、若者はなにをすべきか」
　コーディネーター：近藤 誠司氏（関西大学社会安全学部
准教授）
　パネラー：マスコミ関係者４名（予定）
　総括：矢守 克也氏（京都大学防災研究所教授）
・学生フォーラム

300

84 3期 神戸
全
県

阪神淡路大震災　震
災高齢者・震災障害
者22名の証言記録
（動画）ｰ震災20年が
経過した時点からｰ

NPO法人 阪神
淡路大震災　よ
ろず相談室

12月1日～3
月31日

神戸市勤労
会館
（神戸市）

震災記録動画の作成と報告会
・記録動画の作成、配布
　被災者の震災証言（1人1時間半～2時間）をＤＶＤにまと
める（証言者22名）
・作成したＤＶＤを学校や図書館等に配布し、学校の生徒を
中心に誰もが見れるように広く普及させていく
・動画完成報告会を行う

100

86 3期 神戸
全
県

PRAY　FROM
KOBE ～明日につな
げるコンサート～

兵庫県合唱連
盟

1月19日
神戸文化
ホール
（神戸市）

災害被災地復興支援コンサート・防災シンポジウム
①メインコンサート(1/19)
　・公募合唱団による演奏（10団体）
　・防災シンポジウム「被災地へ届け合唱の力」
　　講師：宮城県合唱連盟理事長　他 698
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